
市民実感度調査を実施しました
平成25年度

　笠間市では、笠間市総合計画の中で、6つの政策と49の施策（取
り組み）を設定し、将来像である「住みよいまち　訪れてよいま
ち　笠間　～みんなで創る文化交流都市～」の実現に向けて、さ
まざまな施策を展開しています。特に、後期基本計画では大きく
変化する社会情勢に柔軟に対応するため、政策分野を横断した重
点視点として、「健康都市づくり」、「防災力向上」、「地域の活性化」
を定めています。
　施策の進行管理にあたっては、施策の達成度や成果を客観的に
測るための目安として49の各施策ごとに「市民実感度指標｣ を設
定し、行政評価制度を活用した評価・検証を行い、その結果を今
後のまちづくりに反映していきます。
　このため、本年度においても現在展開している49の各施策につ
いて、53項目によるアンケート調査を実施しました。

◆アンケートの概要
●調査の方法
　■調査地域	 笠間市全域
　■対 象 者	 市内に居住する満18歳以上の男女
　■対象者数	 1,200人
　■抽出方法	 住民基本台帳による無作為抽出
　■調査方法	 郵送による調査票依頼
　■提出方法	 無記名提出：返信用封筒で返送
　■調査期間	 平成26年1月17日～2月7日
●回収状況
　■回　収　率	 41.50%（498／1,200人）
　■性別構成比	 男性  ：  女性  ：  無回答
	 42.97	：	56.63	：	 0.40

◆アンケート回答者の属性

◆調査からみえる実感度

■年齢

■職業

■�昨年度と比較すると、実感度が高くなっている施策が多くなっていますが、特に交通安全、学校教育、公共交通、
財政運営、少子化対策、障害者福祉等の施策の実感度が伸びています。
■総合計画におけるすべての施策に対して重要度が高く、各施策に対する市民の期待がうかがえます。
　�特に、防犯、交通安全、消防の安全対策に関する施策から保健、医療、廃棄物対策、社会保障、生活排水、防
災にわたる日常生活における身近な施策の重要度が高いことがわかります。
■廃棄物対策については、施策重要度および市民実感度とも高い数値を示しています。

◆住みごこち

◆定住意識
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施策 指標 市民実感度※ 施策重要度※

土
地
利
用
・
都
市
基
盤

土地利用 市の特性を活かした土地利用ができていると感じている 34.34% 80.72%
拠点づくりと市街地整備 市内外の交流が活性化されてきていると感じている 45.58% 84.94%
幹線道路 市街地間の移動が向上していると感じている 64.46% 85.74%
公共交通 公共交通が使いやすいと感じている 45.38% 88.96%
自然景観の保全・整備 自然的な景観が良好に保たれていると感じている 53.41% 81.73%
都市景観の保全・整備 良好な市街地が形成されてきていると感じている 36.55% 73.09%

産
　
　
業

観　光 観光都市としての魅力が向上していると感じている 61.65% 88.35%
地場産業 地場産業生産品が市内外施設において活用されていると感じている 49.80% 86.14%
農林業 自然と共生し活力ある農林業の振興が行われていると感じている 28.31% 87.55%
グリーンツーリズム 都市と農村との交流により活性化が図られていると感じている 29.38% 72.49%
商　業 商店街に活気があると感じている 23.49% 86.35%
工　業 産業拠点の形成により地元雇用が図られていると感じている 16.87% 83.53%
雇用・労働環境 安心して働くことのできる就業の場があると感じている 17.67% 92.57%

健
康
・
福
祉

子ども・子育て支援 子どもを必要なときに預けられる場（人や場所）があると感じている 52.63% 91.28%
少子化対策 安心して子どもを生み育てるサービスや環境が整っていると感じている 42.97% 92.97%
保健・医療 自分が健康であると感じている 65.66% 95.78%
社会保障 安心して医療を受けることができると感じている 63.45% 95.38%
地域福祉 地域での助け合いや支え合いによる地域福祉が充実していると感じている 43.78% 92.77%
高齢者福祉 高齢者が地域で見守られ、支えられて暮らしていると感じている 53.61% 94.38%
障害者福祉 障害のある人が地域で生き生きと暮らせると感じている 42.97% 92.97%

生
活
環
境

生活道路 地区内の道路環境に満足している 43.57% 94.38%
公園・緑地 公園が地域の憩いの場になっていると感じている　 35.94% 86.35%
河　川 快適で美しい水辺環境があると感じている 30.32% 87.95%
生活排水 生活環境や河川等の水質が改善されていると感じている 48.80% 95.38%
上水道 安心・安全な水が安定して使用できると感じている 71.69% 94.58%
住　宅 良好な住環境が形成されていると感じている 42.57% 87.35%
斎場・墓地 斎場運営が適切に行われていると感じている 71.08% 84.14%
防　災（意識の向上） 防災に関する正しい知識が身についていると感じている 45.78% 94.18%
防　災（体制の強化） 防災に関する行動が身についていると感じている 40.16% 95.38%
消　防 安心できる消防・救急体制が整備されていると感じている 72.29% 96.18%
防　犯 安心して暮らせると感じている 52.01% 97.19%
交通安全 交通安全対策が充実していると感じている 54.22% 96.79%
消費者行政 消費者被害に遭わないように注意している 78.92% 83.13%
環境保全・公害防止 日常生活において、環境に配慮している 75.10% 92.17%
廃棄物対策 ごみの減量化・リサイクルを実施している 86.75% 95.78%

教
育
・
文
化

幼児教育（未就学児） 子どもとのコミュニケーションがとれている 75.00% 95.06%
幼児教育 地域における子どもの育成活動に参加している 20.48% 88.15%
学校教育 地域に開かれた学校だと感じている 50.00% 89.16%
青少年育成 心身ともに健やかな子どもたちを地域ぐるみで育成していると感じている 39.16% 90.56%
生涯学習 生涯学習をする施設（公民館・図書館等）が充実していると感じている 64.06% 83.53%
スポーツ・レクリエーション 週1回以上の頻度で運動やスポーツをしている 30.72% 77.31%
文化財 歴史的・文化的資源が有効に活用されていると感じている 31.12% 80.12%
芸術・文化 芸術・文化に親しんでいると感じている 35.34% 72.89%
国際化 日常生活の中で在住外国人と交流している 11.04% 70.88%

自
治
・
協
働

人権尊重 人権が尊重されていると感じている 39.76% 82.73%
男女共同参画社会 各分野における男女の地位が平等であると感じている 34.54% 71.89%
市民協働 市民が新しい公共の担い手になっていると感じている 25.70% 69.88%
地域コミュニティ 市民活動（地域の活動）に参加している 32.93% 77.91%
広報･広聴 市からの情報提供の手段や内容に満足している 54.62% 82.53%
行政運営 効率的で効果的な行政運営ができていると感じている 37.95% 89.76%
行政運営（電子サービス） 電子サービスが利用しやすいと感じている 27.71% 73.69%
財政運営 健全な財政運営がされていると感じている 44.38% 90.56%
広域行政 他の市町村と広域事業や広域連携・交流が行われていると感じている 29.52% 81.93%

※1　市民実感度…�各調査項目に対し「そう思う」・「ややそう思う」・「あまりそう思わない」・「そう思わない」の答えの中で、「そ
う思う」・「ややそう思う」と答えた割合を足したもの

※2　施策重要度…�各該当施策に対し、「重要」・「やや需要」・「あまり重要でない」・「重要でない」の答えの中で「重要」・「や
や重要」と答えた割合を足したもの

詳しい調査結果については、笠間市公式ホームページ「平成25年度市民実感度調査」をご覧ください。
アドレス…http://www.city.kasama.lg.jp/page/page004984.html（「実感度」で検索）

◆まちづくりに対する市民実感度

【問合せ】企画政策課（内線214）
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